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２．日本側研究チームの研究目標及び計画概要 

1,9-デカンジオールはイネの根から分泌され、土壌微生物に影響を及ぼして土壌からの温

室効果ガスの発生を抑制する効果があることが、共同研究先の Shi 教授のグループによって

明らかにされている。本研究は 1,9-デカンジオールなどの土壌微生物に作用し温室効果ガス

の発生を抑える物質のイネからの分泌を高めるために、このプロセスに関わる遺伝要因を

200 系統のイネ品種について分泌物の分析を行い、ゲノム情報との比較によって原因となる

遺伝要因を見出すことを目的にしている。このような因子が見つかれば、将来の温室効果ガ

スを抑制するイネの育種などに結びつく可能性が考えられる。また、分泌物の土壌微生物へ

の影響を明らかにしていく。



SICORP 年次報告書（公開版） 

 

3. 日本側研究チームの実施概要 

 これまでに、中国側との検討会を 3 回にわたって開催し綿密な打ち合わせを行い、さらに

南京土壌研究所を訪問して先方でのイネの栽培や根の分泌物収集法の詳細についての情報

を得た。これを元に東京大学におけるイネの栽培環境を勘案したでのイネの根からの分泌物

質の収集法を確立した。当初得られたサンプルを南京土壌研究所で分析をしてもらったとこ

ろ品種間に違いが見られたことから、この確立した方法を用いて多品種からの根の分泌物の

収集を進めた。根の分泌物の収集にはイネをある程度の大きさになるまで水耕栽培した上で、

適切な溶液に根を一定時間浸漬し、得られた浸出物をクロマトグラフィーを用いて濃縮する

必要がある。この一連の作業を手持ちの植物栽培スペースを活用することで、週に１５品種

程度からのサンプル取得を可能にする方法を考案した。これによっておよそ４か月にわたっ

てイネの栽培とサンプルの収集を行った。 

  取得した分泌物質サンプルは南京に持ち込み分析を依頼した。中国側の努力によりこれま

でにサンプルの分析結果が得られており、品種により大きな違いが見られている。さらに、

この違いを元に、原因となる遺伝子の存在すると思われる領域を、ゲノム相関解析によって

推定することを試みた。様々な手法やデータの扱いを工夫することにより、原因遺伝子が存

在すると推定される領域が見出されてきており、その領域の中にどのような遺伝子や、変異

があるかについての推定を進めている。 

 また、イネの根の分泌物が土壌微生物にどのような影響を及ぼすかについての検討を行う

ために、中国側と議論を行いながら予備的な試験を進めている。 


